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平成３０年度 年度計画に係る評価規準・評価基準 

No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
Ⅰ 実践力のある人材の育成（教育の質の向上に関する目標）を達成するために取るべき措置 

１ 教育に関する取組 

１－１ 教育内容の質的向上・質的転換 

（１）教育課程（プログラム）の体系化 

3 
★ 

［教育プログラムの改善と構造の明
示］ 
カリキュラム・ポリシーに基づき，学位
を与える課程としての教育プログラム
の編成・改善に努めるとともに，その
構造・体系を分かりやすく示すため，
科目間の関連や科目内容の難易を
表現するナンバリングや履修系統図
などの導入を図る。 

■ 全学共通教育プログラム（平成27 年度入学生から適用）の構造等を丁
寧に説明するとともに，チューター等による個別の履修指導をきめ細かに行
う。また，平成32年度からの学部等再編に向けて，全学共通教育の見直し
を行う。 
■ 各学部・学科の専門教育プログラムの改善・運営状況を，学生アンケート
等の結果に基づき検証し，必要に応じて，更なる改善に取り組む。 
■ 総合教育センターと各学部・学科が連携し，学生に対する履修指導にナ
ンバリングや履修系統図（カリキュラムマップ）を引き続き活用するとともに，
必要に応じてカリキュラムマップの改善を図る。  

○全学共通教育プログラムの円滑な運
用並びに学部等再編に向けた見直し 
○各学部・学科における専門教育プログ
ラムの検証・改善に資する取組 
○ナンバリングや履修系統図の活用と検
証 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，教
育プログラムの改善と構造の明示に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 

（２）組織的な教育の実施と学修時間の実質的な増加・確保 

4 
★ 

［教員間の連携と協力による組織的
教育の実施と大学教育の質的転換］ 
教員間の連携と協力により，学生の
「主体的な学び」を拡大する教育内
容・方法の改善，学修成果の検証，
適正な成績評価，シラバス等の充
実，学修時間の増加などに総合的・
組織的に取り組み，教員中心の授業
科目の編成から，体系的な教育プロ
グラム中心の授業科目の編成への
転換を図るとともに，大学教育の質的
転換を推進する。（関係項目5～10）   
 

■ アクティブ・ラーナーを継続して育成するため，ファカルティ・ディベロッ
パー（FDer）養成研修を充実し，FDer としての力量を高めるとともに，新たな
FDer の養成を図り，大学教育再生加速プログラム（AP）の事業成果を全学に
普及する。 
■ AP 事業の取組の一つとして，広島県教育委員会や県内高等学校と連携
して合同発表会を開催するなど，高大連携の強化や高大接続改革に資する
取組の拡大を検討し，その具体化を図る。 
■ 平成31年度末をもって終了するAP事業の成果をもとに，全学的な教育
改革を進めるための教職員研修の再構築に着手する。 
■ 国際文化学科において，学期初めのオリエンテーションでの説明やファ
カルティ・ディベロップメント（FD）活動を通して，科目間連携の更なる実質化
に努める。 
■ 健康科学科において，管理栄養士養成課程に係る新教育プログラムに
ついて，関係各授業科目の位置づけや達成目標を教員間で相互に確認し，
授業案内（コースカタログ）及び授業概要（シラバス）の改善につなげるととも
に，新教育プログラムの運営を適切に進める。 
■  経営情報学部において「学士・修士５年一貫教育プログラム」を引き続
き実施する。また，２学科のビジョン委員会が中心になり，専門教育科目のコ
ースカタログ等の確認を分野ごとに行うとともに，「専門演習」において学生の
主体的学修（アクティブ・ラーニング）の拡大に資する学外実習等を行うこと
により，学部専門教育の充実と学生満足度の向上を目指す。 
■ 生命環境学部において，平成26年度入学生から適用している教育プロ
グラムの運営に，各学科・コースの達成目標を意識した授業内容の改善，並
びに教員間の連携の強化に留意して引き続き取り組む。 
■ 保健福祉学部において，学部や学科レベルで授業改善，教育プログラム
の体系化に資する活動を継続し，併せて教員の学科間の連携を強化する。   

○ファカルティ・ディベロッパー（FDer）の
養成に資する講座の充実と事業成果の
全学的な普及 
○高大接続改革に資する取組の拡大・具
体化 
○AP事業の成果をもとにした教職員研修
の再構築 
○各学部・学科における取組（教育プログ
ラムの適切な運営・改善，教員間の連携
強化，学部専門教育の充実）の実施 
○全学的な卒業時の学生満足度 
 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。併せて，卒業時の学生満
足度の状況が極めて良好である。 
 
３：評価規準として定めた取組をおおむね順調に実施し，教員
間の連携と協力による組織的教育の実施と大学教育の質的転
換に努めている。併せて，卒業時の学生満足度の状況がおお
むね良好である。 
 
２：評価規準として定めた取組について，その実施状況が不十
分である。併せて，卒業時の学生満足度の状況が不良である。 
 
１：評価規準として定めた取組について，その実施状況が計画
を大幅に下回っている。併せて，卒業時の学生満足度の状況
が極めて不良である。 

参考資料２ 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
6 
★ 

［学修成果の把握と検証］ 
学修成果に係る達成状況の把握に
向けて，客観的・具体的な指標を用
いた目標の設定に努める。また，入
学後の成績調査や授業出席状況調
査，資格取得状況，キャリア・ポートフ
ォリオ，卒業時の学生意見聴取，就
職先意見聴取など各種データを収
集・分析することにより，学生の学修
成果を検証する。 

■ 国際文化学科において，学生の履修状況に関する情報をチューター等
が共有し，教育の組織的改善につなげる。また，学修成果の検証の取組の
一つとして，３年次に課す「中国語」「韓国・朝鮮語」検定の受検について，問
題点の把握と改善に取り組む。 
■ 健康科学科において，学生アンケート等の結果に基づき学修成果を検
証し，教育プログラムの見直しにつなげる。また，栄養教諭養成プログラムの
充実に向けて，非常勤講師と連携し，組織的・効果的な教育を行う。 
■ 経営情報学部において，学部重点事業として取り組む学外試験の活用
や学外実習の促進を通じて，学修成果の把握や向上に努める。 
■ 生命環境学部において，学生アンケートの結果，GPA 値の推移，専門分
野に係る資格試験の受検状況や合格率などに基づいて，学生の学修成果の
把握や検証に引き続き取り組む。 
■ 保健福祉学部において，引き続き全学生に対するチューター等による面
談を行い，必要に応じて個別支援を行う。 
■ 全学共通教育科目「大学基礎セミナー」において試行版ルーブリックを
導入し，早期定着に向けて必要な改定を行う。 
■ 総合教育センターの主導により，アクティブ・ラーナー自己評価ルーブリ
ックの運用を開始し，学生の自己評価に基づいたAP事業の推進を加速させ
る。 
■ 本学として目指すべき大学IRの枠組みを検討，整理した上で，大学IRコ
ンソーシアムへの参加若しくは独自の大学IRシステムの構築も含め，具体化
に向けた方針・ロードマップを整理する。 

○各学部・学科における学修成果の把握
と検証に資する取組の実施 
○ルーブリックに関する取組の推進 
○学生の自己評価に基づいたAP事業の
更なる推進 
○ＩＲに係る取組の推進 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，学
修成果の把握と検証に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 

7 
★ 

［適正な成績評価と単位認定］ 
平成２２年度に導入した GPA 制度・
CAP 制を実際に機能させながら，
GPA 分布の学部学科間の共有化，
GPC の公表などにより，組織として成
績評価・単位認定並びに卒業・修了
認定の適正化に努める。 

■ 各学部等において，平成29 年度に定めた成績評価の指針・ガイドライン
に基づいて適正な成績評価と単位認定を行うとともに，総合教育センターが
中心となって，その妥当性の検証を行い，必要に応じて改定を行う。 
■ 各学部・学科において，GPA 制度及びキャップ制の周知とその適切な運
用に努めるとともに，運用状況についての検証を継続し，必要に応じて改善を
図る。 
■ 総合学術研究科において，GPA 制度の運用状況に関する検証を継続す
る。 

○成績評価の指針・ガイドラインの運用と
検証 
○各学部・学科におけるGPA制度及びキ
ャップ制の周知と検証 
○総合学術研究科における GPA 制度の
検証 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，適
正な成績評価と単位認定に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 
 

8 
★ 

［シラバス等の充実］ 
授業関連資料として，他の授業科目
との関連性に関する説明や他学部・
他専攻学生の履修の可否などの記
述を含む，履修科目選択用のコース
カタログ（授業案内），並びに各科目
の各回の授業内容や事前学習等の
具体的な指示等を含むシラバス（授
業計画）を作成し，学生による主体的
な事前の準備や事後の展開などを促
す。 

■ 総合教育センターにおいて，シラバスの充実に向けて同記載要領の周
知を徹底するとともに，教員相互の確認・点検を着実に実施する。併せて，
新教学システムの学修支援機能の活用を促進する。 

○シラバス記載要領の周知徹底 
○教員相互の確認・点検等，組織的な対
応 
○新教学システムの学修支援機能の活
用促進 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，シ
ラバス等の充実に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
（４）教育システムの再編と教育プログラムの再構築 

15 
★ 

［学部学科の再編に係る検討］ 
グローバル化が進む企業や地域社
会の課題に主体的に取り組み，住民
の健康の増進や生命・食料・環境に
関わる分野の専門知識や技術を修
得させ，高度の専門性と幅広い知識
を活用して問題解決に導く実践的な
能力を有する人材を，適切かつ効果
的に育成するとともに，教育面での本
学の特色を伸長するため，県内他大
学との連携等に係る動向を視野に入
れながら，学部学科の再編について
検討する。 

■ 平成32年４月を目途とした学部等再編の準備を着実に進め，平成30
年度末までに設置認可申請等の手続きを行う。    

○設置認可申請等の着実な実施 
 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた取組をおおむね順調に実施し，設置
認可申請等の手続きが着実に進んでいる。 
 
２：評価規準として定めた取組について，の実施状況が不十分
である。 
 
１：評価規準として定めた取組について，その実施状況が計画
を大幅に下回っている。 

16 
★ 

［修士・博士課程の再編］ 
学部学科の再編の動向を視野に入
れながら，優れた研究者養成機能の
強化，地域産業及び地域社会を支え
る高度専門職業人の育成を図るた
め，大学院総合学術研究科の修士・
博士課程の再編について検討する。 

■ 学士課程における再編に係る検討状況等を踏まえながら，現行の大学
院の教育内容及び環境の質的向上と併せて，修士・博士課程の再編の方向
性について具体化を図る。 

○現行大学院の教育内容及び環境の質
的向上 
○今後の方向性の具体化 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた取組をおおむね順調に実施し，総合
学術研究科の教育内容及び環境の質的向上と，今後の方向性
を具体化している。 
 
２：評価規準として定めた取組について，その実施状況が不十
分である。 
 
１：評価規準として定めた取組について，その実施状況が計画
を大幅に下回っている。 

20
★ 

［社会人の受入れ促進］ 
各学部及び研究科の各専攻は，社
会人特別選抜入試や科目等履修生・
聴講生の受入れ，長期履修学生制
度の運用，履修証明制度の導入な
ど，それぞれの受入れ方針に沿った
社会人の受入れを積極的に行い，社
会人教育の充実を図る。 

■ 社会人の受入れ促進に資する履修証明制度の導入について，同制度の
変更の動向も注視しながら，その具体化を図る。 
■ 社会人特別選抜入試や科目等履修生・聴講生の受入れなどにより，社
会人の受入れを引き続き実施する。 
■ 大学院の各専攻において，引き続き，長期履修制度を適切に運用する。 
■ 経営管理研究科ビジネス・リーダーシップ専攻において，引き続き「科目
等履修生制度」により社会人を受け入れ，同専攻の入学志願者の拡大につ
なげる。 

○履修証明制度導入の具体化 
○各種社会人受入れ制度の適切な運用 
 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，社
会人の受入れ促進に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 

１－２ 意欲ある学生の確保 

21 
41 
◆ 

［留学生の確保と教育・支援］ 
求める留学生像を明確にし，留学生
受入れ計画を策定するとともに，海
外向け広報活動の充実，並びに国際
交流協定締結校や本学への留学経
験者等への継続的な情報発信を行う
ことにより，より多くの優秀な留学生を
確保し，適切な教育及び支援を行

■ 私費外国人留学生の確保に向けて，海外における日本留学フェア等に
参加するとともに，国公立大学への進学実績の高い日本留学塾等を訪問し，
本学の留学生支援内容に対する認知度の向上を図る。 
■ 学部等提案事業及び短期受入プログラム事業等により，海外協定校等
からの留学生の受入拡大を図る。 
■ 受入れ留学生に対する支援の一環として，ビジネス日本語教育や日本
語能力試験の受検支援などを実施する。 
■ 総合学術研究科情報マネジメント専攻及び生命システム科学専攻にお

○留学生の受入れの拡大 
○留学生に対する習熟度に応じた日本
語教育の実施 
○「イングリッシュトラック」における秋季募
集の実施と入学者の確保 
○留学生宿舎の確保（広島）及び整備
（庄原）に係る取組 
○数値目標（留学生受入数：１２０人）の

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，留学生の確保や適切な教育及び支援に努めている。また，
これらの取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値
目標をおおむね達成している。 



4 
 

No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
う。 
〔数値目標：留学生受入数…１２０人
（平成３０年度）〕 

いて，選抜区分「イングリッシュトラック」による秋季募集を実施し，協定校との
連携のもとで入学者の確保に努める。 
■ 広島キャンパスの留学生のための民間宿舎の確保に努めるとともに，庄
原キャンパスにおいては，引き続き，教職員宿舎の活用・整備を着実に進め
る。  
〔数値目標：留学生受入数…１２０人〕 

達成状況  
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

22 
◆ 

［定員充足率の改善］ 
定員充足率に課題を有する研究科
の専攻にあっては，教育内容の充
実，進学者の増加策，積極的な入試
広報などに総合的に取り組み，定員
充足率の改善を目指す。併せて，取
組の成果を検証し，改善策を検討す
る。 
〔数値目標：研究科全体の定員充足
率…１００％（各年度）〕 

■ 総合学術研究科情報マネジメント専攻及び生命システム科学専攻にお
いて，選抜区分「イングリッシュトラック」による秋季募集を実施し，協定校との
連携のもとで入学者の確保に努める。【再掲21】 
■ 総合学術研究科における定員充足率100％の実現に向けて，引き続き
広報活動等を強化するとともに学内で進学説明会を実施する。 
 
〔数値目標：研究科全体の定員充足率…１００％〕 

○「イングリッシュトラック」における秋季募
集の実施と入学者の確保 
○各専攻における広報活動の実施と強
化 
○数値目標（研究科全体の定員充足率：
１００％）の達成状況             
 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，定員充足率の改善に努めている。また，これらの取組を通
じて数値目標の達成に努め，その結果，数値目標をおおむね
達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

２ 学士課程教育に関する取組 

２－１ 卒業時に保証する能力水準の具体化とその確保 

23 
★ 

［卒業時に保証する能力水準の具体
化とその確保］ 
学士課程教育の学修成果として，基
礎学力や専門知識とともに，現代社
会や次代を生き抜く基礎となるコミュ
ニケーション力やプレゼンテーション
力，問題発見・解決力，論理的思考
力，異文化理解・活用力などを重視
し，全学共通教育や専門教育の充実
に総合的・組織的に取り組み，本学
在学中に専門分野にかかわらずす
べての学生に保証する（修得させる）
力を「県立広島大学スタンダード」＜
仮称＞と定義し，その具体化と確保
（修得）を図る。（関係項目24～30，
33，34）  

■ 専門分野を問わず本学の学生が身に付けるべきコンピテンシーを具体
化する指標として，全学共通教育「大学基礎セミナー」にルーブリックを導入
するとともに，適切に活用する。 
■ 国際文化学科において，卒業論文の水準の向上に向けて，初年次から
の履修指導やルーブリックの活用に取り組むとともに，同論文の最終報告会
を学科行事として実施する。 
■ 健康科学科において，学生アンケート等の結果に基づき，学生が修得し
た力の把握に努めるとともに，その力やスキルのレベルを学生が自ら客観視
できる実習内容の拡充に取り組む。 
■ 経営情報学部において，課題発見・解決力，論理的思考力，コミュニケ
ーション力の向上，並びにアクティブ・ラーニングの拡大に留意して，教育プ
ログラムの充実を図る。 
■ 生命科学科において，ディプロマ・ポリシーに示した３要素の内容の確保
に向けて，各授業科目で設定した評価基準に基づく成績評価を厳正に行うと
ともに，卒業論文では発表会の内容や質疑応答などを通じて，それら要素の
修得に取り組む。 
■ 環境科学科において，卒業時に保証する能力水準の確保に関する取組
の一環として，卒業論文の中間発表（３年次）及び中間報告書の提出（４年
次）を課し，その後の指導につなげる取組を継続する。 
■ 保健福祉学部において，ヘルスサポーターマインド（コミュニケーション
力，倫理的思考力，ニーズに気づき行動する力）の修得に向けた取組を継
続する。 

○コンピテンシーの具体化に資するルー
ブリックの導入と活用 
○各学部・学科における取組（初年次か
らの履修指導やルーブリックの活用，専
門教育プログラムに対する評価とその学
修成果の把握と検証，教育プログラムの
充実，評価基準に基づく厳正な成績評
価，卒業論文指導の充実，，ヘルスサポ
ーターマインドの修得）の実施 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，卒
業時に保証する能力水準の具体化とその確保に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 



5 
 

No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
２－２ 全学共通教育の充実 

24 
★ 
◆ 

［英語力の全学的な養成］ 
グローバル化への対応の基礎とし
て，英語力に応じた習熟度別クラス
編成と少人数教育，ｅラーニングシス
テムの活用促進，TOEIC スコアなど
の単位認定への活用などを通して，
英語力の全学的な向上に努める。 
 
〔数値目標：２年次修了時までに
TOEIC４５０点以上の到達者の割合
…９０％以上（平成３０年度）〕 

■ 総合教育センターが主導して TOEIC・TOEFL 検定料補助制度の運用に
より，全学的な英語力の向上に，引き続き取り組む。 
■ 同補助制度の運用を通じて収集したデータを分析し，語学力の向上に資
する，より効果的な学修方法や教材の開発に努める。 
 
〔数値目標：２年次修了時までに TOEIC４５０点以上の到達者の割合…９０％
以上〕 

○TOEIC・TOEFL 検定料補助制度の運用
と全学的な英語力の向上に資する取組
の実施 
○語学力の向上に資する学修方法や教
材の開発 
○次の数値目標の達成状況 
 ・２年次修了時までにTOEIC４５０点以上
の到達者の割合：９０％以上 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，英語力の全学的な養成・向上に努めている。また，これらの
取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値目標を
おおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

26 
◆ 

［国家資格取得のための実習や地域
活動を通じた学生の社会的自立の支
援］ 
国家資格取得のための実習や地域
社会における学生の実践活動（ボラ
ンティア，地域課題解決に係る調査
や提案等）の単位化などにより，地域
活動に必要とされる資質や素養，主
体性や責任感などの育成を支援す
る。 
〔数値目標：学外実習・学外実践等科
目履修率…９５％（平成３０年度）〕
（各学部・学科） 

■ 健康科学科及び保健福祉学部において，実習施設との連携の強化によ
り実習内容の充実に努める。 
〔関係６学科の数値目標：学外臨地実習履修率１００％〕 
■ 各学部・学科において，学生の学内・学外での多様な実践活動（地域の
行事やイベントを支援するボランティア，地域課題解決に係る調査や提案
等）への参加を，引き続き促進する。 
■ 国際文化学科において，「教育実習」や「博物館実習」の事前・事後学修
の支援等を通じて，免許・資格の取得を支援する。 
■ 経営情報学部において，学外での実践的な活動を含む演習・実習科目
をフィールド科目と位置づけ，ボランティア活動や地域貢献活動などに取り組
む。また，これらの取組を通じて，学生と地域住民との交流を促進する。 
■ その他の学部・学科においても，当該学部等が学外実習・学外実践と位
置づけた科目の履修を促進する。 
 
〔その他各学部・学科の数値目標：学外実習・学外実践等科目履修率… 
９５％〕  

○国家資格取得に係る実習施設との連
携強化と実習内容の充実 
○学生の学内・学外での実践活動への
参加の促進 
○「インターンシップ」等の履修促進 
○学科ごとに設定した次の数値目標（卒
業時における学生の学外実習・学外実践
等科目履修率）の達成状況 
 ・国際文化学科：９５％ 
 ・健康科学科：１００％ 
 ・経営学科：９５％ 
 ・経営情報学科：９５％ 
 ・生命科学科：９５％ 
 ・環境科学科：９５％ 
 ・保健福祉学部５学科：１００％ 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，全学科で数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，国家資格取得や学生の社会的自立に向けた支援の充実に
努めている。また，これらの取組を通じて数値目標の達成に努
め，その結果，数値目標をおおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 
 

２－３ 専門教育の充実 

29 
★ 
◆ 

［一貫した学士課程教育の推進］ 
各学部は，総合教育センターとの連
携の下，策定されたカリキュラム・ポ
リシーに基づき，初年次から卒業年
次にかけての効果的な教育を実施
する。 
〔数値目標：標準修業年限内の卒業
率…９０％（各年度）〕 
〔数値目標：標準修業年限の１.５倍以
内の卒業率…９５％（同上）〕 
〔数値目標：卒業時の総合的満足度
…８５％（同上）〕 

■ 各学部・学科において，カリキュラム・ポリシーに基づき，総合教育センタ
ーとの連携のもと，初年次から卒業年次までの効果的な教育を実施する。 
■ 国際文化学科において，学生の履修状況に関する情報をチューター等
が共有し，教育の組織的改善につなげる。また，学修成果の検証の取組の
一つとして，３年次に課す「外国語」検定の受検について，問題点の把握と改
善に取り組む。【再掲６】 
■ 健康科学科において，引き続き，教育課程の点検・評価・改善を行うとと
もに，高い国家試験合格率を維持するための対策講座や模擬試験を正課外
で，きめ細かに実施する。 
■ 経営情報学部において，「学士・修士５年一貫教育プログラム」を引き続
き実施する。また，学部重点事業として取り組む学外試験の活用や学外実習
の促進を通じて，学修成果の把握や向上に努める。【再掲４・６】 

○カリキュラム・ポリシーに基づく学士課
程教育の実施 
○同教育課程の点検・評価・改善に係る
取組の実施 
○履修指導の強化による体系的な学修
の支援及び外国語の継続的な学修の支
援 
○高い国家試験合格率の達成・維持に
資する取組 
○次の数値目標の達成状況 
 ・標準修業年限内の卒業率：９０％ 
 ・標準修業年限の１.５倍以内の卒業率：

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，全学部・学科で数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，一貫した学士課程教育の推進・改善に努めている。また，こ
れらの取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値
目標をおおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
（何れも各学部・学科） 
〔数値目標：管理栄養士国家試験の
合格率…９５％（各年度）〕 
〔数値目標：看護師・保健師・理学療
法士・作業療法士・言語聴覚士の各
国家試験の合格率…１００％（各年
度）〕 
〔数値目標：社会福祉士国家試験の
合格率…９０％（各年度）〕 
〔数値目標：精神保健福祉士国家試
験の合格率…９５％（各年度）〕 

■ 生命環境学部において，初年次から卒業年次までの教育課程の運営と
成果をセメスターごとに精査・点検する。 
■ 保健福祉学部において，高い国家試験合格率を達成するために，学生
のグループ学修を促進する指導，模擬試験の結果を踏まえた個別指導，受
験対策講座等の指導を充実する。 
 
〔数値目標：標準修業年限内の卒業率…９０％〕 
〔数値目標：標準修業年限の１.５倍以内の卒業率…９５％〕 
〔数値目標：卒業時の総合的満足度…８５％〕 
（何れも各学部・学科） 
〔数値目標：管理栄養士国家試験の合格率…９５％〕 
〔数値目標：看護師・保健師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の各国
家試験の合格率…１００％〕 
〔数値目標：社会福祉士国家試験の合格率…９０％〕 
〔数値目標：精神保健福祉士国家試験の合格率…９５％〕 
 

９５％ 
 ・卒業時の総合的満足度：８５％（何れ
も各学部・学科） 
 ・管理栄養士国家試験合格率：９５％ 
 ・看護師・保健師・理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士の各国家試験の合格
率：１００％ 
 ・社会福祉士国家試験の合格率：９０％ 
 ・精神保健福祉士国家試験の合格率： 

９５％ 

１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

30 
★ 
◆ 

［社会的評価を有する審査・試験の
積極的な活用による学修成果の検
証］ 
社会的評価を有する外国語運用能
力に係る判定試験（TOEIC，ＴＯＥＦ
Ｌ，中国語検定，韓国語検定等）のほ
か，情報処理・活用力に係る技術者
試験，バイオ技術や環境技術に係る
試験等を積極的に活用して，学修成
果の検証に資する。 
〔数値目標：卒業時までにTOEIC７００
点以上到達者の割合…３０％以上
（平成３０年度）〕（国際文化学科） 
〔数値目標：卒業時までに中国語検
定２級レベル以上到達者の割合…１
０％以上（平成３０年度）〕（同上） 
〔数値目標：卒業時の情報処理技術
者試験合格率※…６０％（各年度）〕
（経営情報学科） 
〔数値目標：中級バイオ技術者試験
合格率※…８０％（各年度）〕（生命
環境学部） 
〔数値目標：上級バイオ技術者試験
合格率※…６０％（各年度）〕（同上） 
※学生の主体的な選択に基づく受験者の合格率 

■ 各学部・学科において，専門分野に応じた各種資格・検定試験等に関す
る情報を学生に提供するとともに，支援講座の開設等により学生の受検率及
び合格率の向上を図る。 
■ 各学部において合格率等の情報を収集し，学修成果の検証に活用す
る。 
■ 国際文化学科において，学科専門科目「外国語検定Ⅰ～Ⅲ」（認定科
目）による単位認定を引き続き推進する。 
 
〔数値目標：卒業時までに TOEIC７００点以上到達者の割合… 
３０％以上〕（国際文化学科） 
〔数値目標：卒業時までに中国語検定２級レベル以上到達者の割合…１０％
以上〕（国際文化学科） 
〔数値目標：卒業時の情報処理技術者試験合格率…６０％〕（経営情報学
科） 
〔数値目標：中級バイオ技術者試験合格率…８０％〕（生命環境学部） 
〔数値目標：上級バイオ技術者試験合格率…６０％〕（同上） 

○各種資格・検定試験等に関する情報提
供 
○支援講座の開設等による支援 
○合格率等を指標とする学修成果の検
証  
○認定科目「外国語検定Ⅰ～Ⅲ」による
単位認定の推進 
○関係学部・学科における次の数値目標
の達成状況 
 ・卒業時までにＴＯＥＩＣ７００点以上到達
者の割合：３０％以上（国際文化学科） 
 ・卒業時までに中国語検定２級レベル
以上到達者の割合：１０％以上（同上） 
 ・卒業時の情報処理技術者試験合格
率：６０％（経営情報学科） 
・中級バイオ技術者試験合格率：８０％
（生命環境学部） 
・上級バイオ技術者試験合格率：６０％〕
（同上） 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，すべての関係学部・学科において数値目
標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，社会的評価を有する審査・試験の活用による学修成果の検
証に努めている。また，これらの取組を通じて数値目標の達成
に努め，その結果，数値目標をおおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

３ 大学院教育等に関する取組 

３－１ 大学院教育に係る教育内容の充実 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
35 
◆ 

［優れた研究者と高度な専門知識や
技術を有する職業人の養成］ 
各専攻は，策定されたカリキュラム・
ポリシーに基づき効果的な教育を行
い，広い視野とマネジメント能力，応
用実践能力を兼ね備えた，高度な専
門知識や技術を有する職業人や優
れた研究者を養成するとともに，社会
人に対するより高度な学修機会を提
供する。  
〔数値目標：標準修業年限内の修了
率…９０％（各年度）〕 
〔数値目標：標準修業年限の１.５倍以
内の修了率…９５％（同上）〕 
〔数値目標：修了時の総合的満足度
…８５％（同上）〕 

■ 総合学術研究科において，全学生を対象とするアンケート調査を実施し
総合的な満足度を把握するとともに，前年度の調査結果（満足度等）に応じ
た対策を各専攻で講ずる。 
■ 同研究科の各専攻において，大学院生対象の研究活動支援等の制度
の活用を促進し，学生の学会発表及び学術論文の公表を奨励する。 
 
〔数値目標：標準修業年限内の修了率…９０％〕 
〔数値目標：標準修業年限の１.５倍以内の修了率…９５％〕 
〔数値目標：修了時の総合的満足度…８５％〕 

○カリキュラム・ポリシーに基づく大学院
教育の実施 
○アンケート調査による総合的満足度等
の把握と改善に資する取組 
○研究活動支援等の制度の活用による
研究活動の奨励 
○次の数値目標の達成状況 
 ・標準修業年限内の修了率：９０％ 
 ・標準修業年限の１.５倍以内の修了率：
９５％ 
 ・修了時の総合的満足度：８５％ 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，すべての数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，専攻ごとの人材育成目標に沿った優れた研究者や専門職
業人の養成に努めている。また，これらの取組を通じて数値目
標の達成に努め，その結果，数値目標をおおむね達成してい
る。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

36 
★ 

［経営学分野の機能強化］ 
地域のイノベーション力の強化に資
する，中堅・中小企業の経営や多様
な創業・新事業展開を担う人材，及
び農業や医療等の分野における経営
人材を養成するための実践的な教育
プログラムを編成し実施するととも
に，体系的な研究体制の構築を検討
する。 
こうした取組を通じて，地域の企業等
に立脚した経営学の分野における高
度専門職業人を育成するため，経営
学修士課程（MBA）の設置を検討す
る。 

■ ビジネス・リーダーシップ専攻において，独自性と自律性を持った「地域」
という視点から，特色のある課題設定・解決能力を育成する先端的な教育プ
ログラムを平成30年度入学生に提供する。 

○ ビジネス・リーダーシップ専攻におけ
る先端的な教育プログラムの着実な運営 

４：評価規準として定めた取組を着実に実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた取組をおおむね順調に実施し，ビジネ
ス・リーダーシップ専攻の着実な運営に努めている。 
 
２：評価規準として定めた取組について，その一部を実施してい
ない。 
 
１：評価規準として定めた取組について，その大部分を実施して
いない。 

３－２ 助産学専攻科に係る教育内容の充実 

38 
◆ 

［実践力のある助産師の養成］ 
助産に必要な高度な専門知識と実
践力を有し，地域社会の母子保健の
発展に貢献できる助産師を着実に養 
成するため，実習施設の拡充等，体
制の整備に努める。 
〔数値目標：助産師国家試験の合格
率…１００％（各年度）〕 

■ 助産学専攻科において，実習施設との連携の強化，並びに学生や卒業
生等の評価結果に基づいて学修内容の充実を図る。 
■ 助産師養成課程の今後のあり方について，引き続き検討する。 
 
〔数値目標：助産師国家試験の合格率…１００％〕 

○教育プログラムの運営とその充実 
○実習施設との連携の強化 
○今後のあり方に関する検討 
○次の数値目標の達成状況 
 ・助産師国家試験の合格率：１００％ 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，実践力のある助産師の養成に努めている。また，これらの
取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値目標を
おおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
４ 国際化に関する取組 

40 
◆ 

［海外留学等の促進］ 
学生が選択しやすい海外留学（短期
を含む。）や海外インターンシップ等
のプログラムを開発し，外国語教育
の充実，単位認定の拡大，国際交流
協定締結校の拡充，奨学金制度の
拡充，危機管理体制の充実等による
環境整備を行い，より多くの学生に海
外体験の機会を提供する。 
〔数値目標：海外留学派遣学生数…
１３０人（平成３０年度）〕 
〔数値目標：国際交流協定締結校数
…２４校（平成３０年度）〕 

■ 国際交流センターと各学部等が連携し，学生のニーズを踏まえた短期海
外研修プログラムを拡充し，海外研修メニューの充実を図る。 
■ 海外危機管理シミュレーション訓練を実施するとともに，専門家による渡
航前オリエンテーション等の事前研修を行い，危機管理対策の充実を図る。 
■ 留学の成果の検証について，引き続き留学前後のTOEIC 受検を義務付
けるとともに，留学の学修成果を客観的に測定するための手法について，引
き続き検討する。 
 
〔数値目標：海外留学派遣学生数…１３０人〕 
〔数値目標：国際交流協定締結校数…２４校〕 

○短期海外研修プログラムの開発による
海外研修メニューの充実 
○海外危機管理シミュレーション訓練の
実施と，事前研修等の充実による海外危
機管理対策の強化 
○留学の成果の検証に係る取組の実施
と客観的な新たな手法の検討 
○次の数値目標の達成状況 
 ・海外留学派遣学生数：１３０人 
 ・国際交流協定締結校数：２４校 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，海外留学等の機会の拡大に努めている。また，これらの取
組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値目標をお
おむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

41 
21 
★ 
◆ 

［優秀な留学生の受入れ拡大］ 
留学生向け履修科目の拡充，受入プ
ログラムの開発，奨学金制度の拡充
等により外国人留学生の受入環境を
整備し，主に国際交流協定締結校か
らの，優秀な学生の受入れを拡大す
る。  
〔数値目標：留学生受入数…１２０人
（平成３０年度）〕＜再掲＞ 

■ 外国人留学生の正規生の確保に向けて，日本語学校や専門学校等との
連携を図るとともに，引き続き，協定締結校からのイングリッシュトラック生等
の確保に努める。 
■ 留学生の受入れに際しては，関係学部・学科において，チューター教員
及びバディ（ピア・サポート学生）を配置する。 
■ 総合学術研究科情報マネジメント専攻及び生命システム科学専攻にお
いて，選抜区分「イングリッシュトラック」による秋季募集を実施し，協定校との
連携のもとで入学者の確保に努める。【再掲21】 
■ 広島キャンパスの留学生のための民間宿舎の確保に努めるとともに，庄
原キャンパ 
スにおいては，引き続き，教職員宿舎の活用・整備を着実に進める。【再掲
21】   
〔数値目標：留学生受入数…１２０人〕 

○外国人留学生の正規生の確保に資す
る取組の実施 
○「イングリッシュトラック」における秋季募
集の実施と入学者の確保 
○留学生宿舎の確保（広島）及び整備
（庄原）に係る取組の実施 
○数値目標の達成状況 
 ・留学生受入数：１２０人 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，優秀な留学生の受入れ拡大に努めている。また，これらの
取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値目標を
おおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

５ 学生への支援に関する取組 

44
-1 
◆ 

［学修支援］ 
入学前教育や入学後の補習等によ
り，大学教育への円滑な移行を支援
するほか，チューター等が行う学修
支援，講義資料の添付機能や参考
書の検索機能等を備えたシラバスシ
ステムの運用，学生が自らの学修成
果の進捗状況を点検できるキャリア・
ポートフォリオの活用，ＩＣＴ教材やｅラ
ーニング教材の整備など，学生の学
修意欲を引き出す支援を行う。 
 
 

■ 各学部・学科において，学修支援の一環として，前掲の教育プログラム
の構造の明示（小項目番号（３）），チューターによる学修支援（同（６）），キャ
リア・ポートフォリオ・ブックの活用支援（同（34）），ｅラーニング教材の活用等
に取り組む。 
■ 総合教育センターにおいて，シラバスの充実に向けて同記載要領の周
知を徹底するとともに，教員相互の確認・点検を着実に実施する。併せて，
新教学システムの学修支援機能の活用を促進する。【再掲８】 
■ 各学部・学科の在学生の実態や必要性に応じて，入学前教育，入学直
後の履修指導，正課外での補習（物理，生物等），定期的な個別面談，国家
試験受験対策指導等による学修支援を適切に組み合わせて，着実に行う。 
■ AP 事業推進部会の主導のもと，AP事業計画に基づき学生のアクティ
ブ・ラーニングを促す取組を推進するとともに，学修支援アドバイザーの養成
等の各種支援制度を継続し，引き続き，学生の学修意欲の向上に努める。
【再掲10】 

○各学部・学科におけるきめ細かな学修
支援の実施 
○大学教育への円滑な導入に資する入
学前教育及び補習授業の実施 
○アクティブ・ラーニングの促進に資する
取組の推進及び学修支援アドバイザー養
成等の支援制度の継続 
○図書館の利用促進及び図書の貸出冊
数の拡大に資する取組 
○大学院生の満足度の向上に資するア
ンケート調査の実施とその結果の活用 
 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，すべての数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，きめ細かな学修支援の展開に努めている。また，これらの
取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値目標を
おおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
 〔数値目標：学生１人当たり年間図書

貸出冊数…１５冊以上（各年度）〕（学
術情報Ｃ） 
〔数値目標：退学者の割合（入学から
標準修業年限内）…３％以下（各年
度）〕 
〔数値目標：退学者の割合（入学から
１年以内）…１％以下（各年度）〕 
（何れも各学部・研究科） 
 

■ 学術情報センターにおいて，主体的学修の促進に資する適切な学修環
境を提供する一環として，月末休館日の廃止及び29年度から始めた庄原キ
ャンパス図書館における通年土曜日開館を継続するとともに，図書館ガイダ
ンス，文献検索ガイダンス，データベース活用講習会等を開催し，図書館の
効果的な活用を図る。 
■ 学術情報センターと各学部・学科等が連携し，教室外学修の拡大に資す
るレポート課題や，シラバスに掲載する参考書・推薦図書の数を増やす取組
など，図書等の貸出冊数の拡大につながる取組を全学的に推進する。 
■ 総合学術研究科及び経営管理研究科において，大学院生に対するアン
ケート調査を実施し，教育内容・方法に関する課題の抽出に努め満足度の向
上につなげる。【再掲５】 
 
〔数値目標：学生１人当たり年間図書貸出冊数…１５冊以上〕（学術情報Ｃ） 
〔数値目標：退学者の割合（入学から標準修業年限内）…３％以下〕 
〔数値目標：退学者の割合（入学から１年以内）…１％以下〕 
（何れも各学部・研究科） 

○次の数値目標の達成状況 
 ・学生１人当たり年間図書貸出冊数：１５
冊以上 
 ・退学者の割合（入学から標準修業年
限内）：３％以下 
 ・退学者の割合（入学から１年以内）：
１％以下  （何れも各学部・研究科） 

 

48 
◆ 

［就職支援］ 
就職ガイダンスや企業説明会の開催
に加え，就職支援情報システムの効
果的な活用を図るとともに，キャリア
アドバイザーの配置や教員による求
人開拓・インターンシップ受入れ先の
拡充のための企業等訪問などによ
り，きめ細かな支援を行う。 
〔数値目標：就職支援に対する卒業
時の満足度…９０％（各年度）〕 
〔数値目標：進路（就職・進学）決定率
…９０％（各年度）〕 
〔数値目標：就職希望者の就職率…
１００％（各年度）〕 
（何れも各学部・研究科） 

■ キャリアセンターにおいて，各部局等と連携して，就職ガイダンス，企業
と学生との合同就職懇談会，卒業生を講師とする「キャリア教育シンポジウ
ム」の開催，個別相談，求人情報の提供等，きめ細かなキャリア形成・就職
支援を行う。 
■ 総合教育センターと各学部・学科が連携し，全学共通教育・キャリア科目
「キャリアデベロップメント」や「インターンシップ」等の履修を促進する。【再掲
33】   
■ 文部科学省採択「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備
事業」の成果を正課のキャリア科目「キャリアビジョン」の中に組み込み，引き
続き，当該科目の充実に努める。【再掲33】 
■ 同フォローアップ事業の一つとして，「コミュニケーション講座（大学生とし
てのマナー）」を広島キャンパスにおいて開講するほか，社会人基礎力養
成・就業力育成に資する「ディベート演習合同合宿事業」を実施する。 
■ 同フォローアップ事業の一環として，産学連携によるグローバル人材育
成体制を強化するため，引き続き，総合教育センターに特任教授を配置す
る。 
■ キャリアセンターにおいて，卒業予定者を対象とするキャリアセンター満
足度調査を実施し，調査結果を検証し，関係各事業の改善につなげる。 
 
〔数値目標：就職支援に対する卒業時の満足度…９０％〕 
〔数値目標：進路（就職・進学）決定率…９０％〕 
〔数値目標：就職希望者の就職率…１００％〕 
（何れも各学部・研究科） 

○就職ガイダンス，個別相談，求人情報
の提供等，きめ細かなキャリア形成・就職
支援の実施 
○全学共通教育・キャリア科目の履修促
進 
○「産業界のニーズに対応した教育改
革・充実体制整備事業」フォローアップ事
業の正課内・外での実施 
○卒業時のキャリアセンター満足度等調
査の実施とその活用 
○数値目標の達成状況 
 ・就職支援に対する卒業時の満足度： 

９０％ 
 ・進路（就職・進学）決定率：９０％ 
 ・就職希望者の就職率：１００％ 

  （何れも各学部・研究科） 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，すべての数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，きめ細かなキャリア形成・就職支援の展開に努めている。ま
た，これらの取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，
数値目標をおおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

Ⅱ 地域に根ざした高度な研究（研究の質の向上に関する目標）を達成するために取るべき措置 

２ 研究実施体制等の整備に関する取組 

（２）外部研究資金の獲得支援 
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No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
57 
◆ 

［競争的資金の獲得支援］ 
科学研究費補助金等の競争的資金
について，積極的な応募と獲得を促
進するため，応募や獲得に対するイ
ンセンティブを強化するとともに，申
請書の作成を支援する。また，外部
研究資金に関する情報を収集し活用
する。 
〔数値目標：科学研究費補助金の申
請率（応募件数／教員数）…９５％
以上（平成３０年度）〕 
〔数値目標：科学研究費補助金の獲
得件数…８０件以上（各年度）〕 

■ 各部局等において，引き続き，科学研究費補助金の高い申請率と獲得
件数の維持に努める。 
■ 地域連携センターにおいて，提案公募型の競争的外部資金の獲得に向
けて，各部局等や学外機関とも連携し，研究組織や研究計画のコーディネー
トを行う。 
■ 地域連携センターにおいて，競争的外部資金等の公募情報を迅速かつ
積極的に収集し，学内での共有化を図る。また，同センターの「研究助成金
マッチング支援システム ※」を運用し，各教員の助成金申請を支援する。   
 
〔数値目標：科学研究費補助金の申請率（応募件数／教員数）…９５%以上〕 
〔数値目標：科学研究費補助金の獲得件数…８０件以上〕 

○科学研究費補助金の高い申請率と獲
得件数の維持 
○提案公募型の競争的外部資金の獲得
に資する取組 
○競争的外部資金等の公募情報の収集
と学内共有化 
○「研究助成金マッチング支援システム」
の運用等による助成金申請支援 
○数値目標の達成状況 
 ・科学研究費補助金の申請率（応募件
数／教員数）：９５％以上 
 ・科学研究費補助金の獲得件数：８０件
以上 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，すべての数値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，競争的外部資金の獲得に資する支援に努めている。また，
これらの取組を通じて数値目標の達成に努め，その結果，数値
目標をおおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

58 
★ 

［共同・受託研究の積極的受入］ 
企業等学外からの共同・受託研究の
受入に積極的に取り組む。 

■ 地域連携センターと各部局等が連携し，学内の研究シーズ・成果の積極
的な公開及び企業等ニーズとのマッチング作業を円滑に行い，外部資金や
受託・共同研究資金の獲得に努める。 

○学内の研究シーズ・成果の積極的な公
開 
○外部資金や受託・共同研究資金の獲
得に資する積極的な取組の実施 
 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，外
部資金や共同・受託研究の積極的受入に努めている。 
 
２：評価規準として定めた取組について，その一部を実施してい
ない。 
 
１：評価規準として定めた取組について，その大部分を実施して
いない。 

Ⅲ 大学資源の地域への提供と新たな知的資産の創造（地域貢献に関する目標）を達成するために取るべき措置 

１ 地域における人材の育成に関する取組 

（１）生涯を通じた学びの場の提供 

65 
◆ 

［公開講座の質的充実］ 
サテライトキャンパスにおいて，成熟
社会における県民の高度な学習ニー
ズに対応した質の高い公開講座を，
幅広い世代に対して提供する。また，
各キャンパスにおいて，地域におけ
る生涯学習や社会人の学び直しのた
めの公開講座等を開催する。 
 
 〔数値目標：すべての公開講座受
講者の満足度…８０％（平成３０年
度）〕 

■ 地域連携センターと各部局等が連携し，高度な学習ニーズに対応した質
の高い公開講座を企画し，「サテライトキャンパスひろしま」で提供するととも
に，受講者アンケートの結果を分析し，質的改善につなげる。 
 
〔数値目標：すべての公開講座受講者の満足度…８０％〕 

○地域社会における高度な学習ニーズ
に対応した公開講座の実施                            
○数値目標の達成状況 
 ・すべての公開講座受講者満足度（「と
ても満足」と「満足」）の割合：８０％以上 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）を各キャンパスにおいて実施するとともに，計画を更に推
進する取組に着手している。併せて，受講者満足度に関する数
値目標を達成している。 
 
３：評価規準として定めた取組（同上）をおおむね順調に各キャ
ンパスで実施し，地域における高度な学習ニーズへの対応に
努めている。また，これらの取組を通じて数値目標の達成に努
め，その結果，数値目標をおおむね達成している。 
 
２：評価規準として定めた取組（同上）について，その実施状況
が不十分である。 
 
１：評価規準として定めた取組（同上）について，その実施状況
が計画を大幅に下回っている。 
 



11 
 

No. 中期計画 
平成３０年度 

年度計画 評価規準 評価基準 
２ 地域との連携に関する取組 

（２）地域貢献・連携活動の質的向上 

71 
★ 

［地域貢献・連携活動への学生の参
加促進］ 
地域貢献・連携活動への学生の積極
的な参画を促進し，地域が抱える課
題等を学生が主体的に把握し，実践
的な問題解決能力等の修得につな
げる取組を推進する。（関係項目
25，26） 

■ 地域連携センターと各学部等が連携し，自治体等と協働で実施する地
域貢献事業などの情報を学生に積極的に提供し，学生の主体的な参加を促
す。 
■ 各学部・学科において，学生の学内・学外での多様な実践活動（地域の
行事やイベントを支援するボランティア，地域課題解決に係る調査や提案
等）への参加を，引き続き促進する。【再掲26】 

○地域貢献事業等の学生への積極的な
情報提供 
○地域貢献・連携活動による学修成果に
係る検証作業の拡大 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，地
域貢献・連携活動への学生の参加促進と検証作業の拡大に努
めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 

Ⅳ 大学運営の効率化（法人経営に関する目標）を達成するために取るべき措置 

１ 業務運営の改善及び効率化に関する取組 

（４）戦略的広報の推進 

82 
★ 

［戦略的広報の展開］ 
本学の知名度向上及び社会に対す
る説明責任を果たすため，広報の基
本方針を定め，戦略的広報を展開す
る。 

■ 本学の魅力や取組を伝えるコンテンツについて，ウェブ・サイトやメディア
への積極的な情報提供等を通じて発信し，知名度の向上を図る。 

○情報発信力を高める取組の実施 
○ウェブ・サイトへのアクセス件数及びメ
ディアへの掲載等の回数 

４：評価規準として定めた取組をすべて実施するとともに，計画
を更に推進する取組に着手している。 
 
３：評価規準として定めた各取組をおおむね順調に実施し，戦
略的広報の推進に努めている。 
 
２：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が不
十分である。 
 
１：評価規準として定めた各取組について，その実施状況が計
画を大幅に下回っている。 

２ 財務内容の改善に関する取組 

（１）自己収入の改善 

84 
◆ 

［外部資金の獲得］ 
法人運営の安定性・自律性を高める
ため，企業等との共同・受託研究や
科学研究費補助金等の競争的資金
の積極的な獲得により，外部資金の
恒常的な獲得を図る。 
 
〔数値目標：外部資金の年間獲得総
額…２億円以上（各年度）〕 

■ 各部局等において，企業等との共同研究，受託研究を推進するほか，各
種の競争的資金の獲得に向けて情報収集と申請を行い，外部資金の着実な
獲得に努める。 
■ 地域連携センターにおいて，競争的外部資金等の公募情報を迅速かつ
積極的に収集し，学内での共有化を図る。また，同センターの「研究助成金
マッチング支援システム」を運用し，各教員の助成金申請を支援する。【再掲
57】 
■ 地域の研究拠点を目指す「県立広島大学プロジェクト研究センター」を中
心として，国庫金を財源とする大型補助金への申請を行う。 
 
〔数値目標：外部資金の年間獲得総額…２億円以上〕 

○企業等との共同・受託研究の推進，関
係情報の収集 
○競争的外部資金等の公募情報の収集
と学内共有化 
○「研究助成金マッチング支援システム」
の運用等による助成金申請支援 
○国庫金を財源とする大型補助金への
申請状況 
○数値目標の達成状況 
 ・外部資金の年間獲得総額：２億円以上 

４：評価規準として定めた取組（「数値目標の達成状況」を除
く。）をすべて実施するとともに，計画を更に推進する取組に着
手している。併せて，外部資金の年間獲得総額に関する数値
目標を達成している。 
３：評価規準として定めた各取組（同上）をおおむね順調に実施
し，外部資金の獲得に努めている。また，これらの取組を通じて
数値目標の達成に努め，その結果，数値目標をおおむね達成
している。 
２：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が不十分である。 
１：評価規準として定めた各取組（同上）について，その実施状
況が計画を大幅に下回っている。 

 
★・・・重点項目，◆・・・数値目標を有する項目 

 


